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国語科 学習指導案 

東大阪市立弥刀小学校 

指導者  橋本 佳祐 

１．日 時    令和６年１１月１４日（木）第５時限 １４：１５～１５：００ 

２．場 所    第３学年１組教室 

３．学年・組   第３学年１組（３８名） 

４．単元名    生き物についての考えを深めよう「カミツキガメは悪者か」（東京書籍・三年下） 

５．単元の目標 

（１）考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など情報と情報との関係について理解することができる。 

                                                              〔知識及び技能〕（２）ア 

（２）段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、叙述を基に捉えること

ができる。 

                  〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(１)ア 

（３）文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えを持つことができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(１)オ 

（４）自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫することができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ(１)ウ 

（５）言葉のもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする。 

「学びに向かう力、人間性等」 

 

６．本単元で取り組む言語活動 

事典や図鑑などから情報を得て、分かったことを『外来生物図鑑』にまとめる。 

 

７．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

考えとそれを支える理由や事例、

全体と中心など情報と情報との関

係について理解している。（２）ア 

 

①「読むこと」において、段落相互

の関係に着目しながら、考えとそれ

を支える理由や事例との関係など

について、叙述を基に捉えている。

Ｃ(１)ア 

②「読むこと」において、文章を読

んで理解したことに基づいて、感想

や考えを持っている。Ｃ(１)オ 

③自分の考えとそれを支える理由

や事例との関係を明確にして、書き

表し方を工夫している。Ｂ（１）ウ 

 

進んで文章を読んで筆者の考えを

捉え、学習の見通しを持って生き

物について考えたことを説明しよ

うとしている。 
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８．指導にあたって 

（１）児童観 

本学級は、２年生から単学級であり、担任も持ち上がりという学級である。発表の仕方や聞き方など、昨年度と同じ

スタイルで授業に臨むことができているので、児童は戸惑うことが少なく日々の生活を送ることができている。 

国語科においては、授業を楽しんでいる児童が多くいると感じる。発表が好きな児童は、ピシッと手を挙げて、当て

てほしいという思いを顔や目で伝え、友だちに自分の考えを聞いてもらいたいという強い思いを感じる。また、書くこ

とが好きな児童は、授業の最後に振り返りを書く際に、チャイムが鳴った後でも「先生、まだ続きを書いていいですか。」

と、伝えて書き続けている姿も見られた。そして、ペア活動を行うときには、誰がペアの相手になっても楽しみながら

考えを伝え合うことができるなど、３８人がそれぞれの良いところを輝かせながら国語の授業に臨んでくれている。 

これまでの国語科の学習を通して、「話すこと」、「聞くこと」に関しては、友だちと話し合うことが好きな児童が多

い。その中でも、話すことについては、「なぜかというと」や「理由は」などの根拠を持って、話すことができてい

る。２年生で学習した『ビーバーの大工事』では、「ビーバーはすごいと思いました。理由は、長い時で１５分も水に

もぐれるからです。」と本文の大切な言葉を見つけ、根拠を持ちながら話すことができていた。しかし、語彙力の少な

さからか、「すごい」などの表現で終わってしまい、自分の考えが浅くなってしまうことが多かった。５月に学習した

『自然のかくし絵』では、「鳥やトカゲは、ちょっとした動作でも見のがさないって書いているから、虫は命がけで身

を守っていることが分かりました。」と本文から感じたことを自分の言葉にして伝えられるようになり成長を感じられ

た。また、聞くことに関しては、話す児童に「言ってもいいですか」と言われると、自然と話している友だちの方に

体を向けて、話を聞くことができている。 

しかし、うなずきながら聞ける児童もいれば、体は向けてはいるが反応がない児童もいて、ばらつきはあると感じ

る。そこで、今年度６年生が作成した「弥刀小聞き方ピラミッド」について伝えると、「うなずいて聞く」や「手をと

めて聞く」など、今このレベルで聞いているんだと自覚しながら、相手を意識して聞こうとしている。 

 

次に、「書くこと」、「読むこと」に関しては、２年生ま

ではめあてと振り返りを中心に書く活動をしていた。３年

生からは、文章を読んで、考えたことをノートに書いてか

ら交流するようにしている。１学期には、本文の大事だと

思うところに線を引き、なぜそこを選んだのか理由や考え

をノートに書いていた。２学期からは、自分の考えを、根

拠となる本文をより意識して書くことに挑戦している。初

めての経験の連続で、難しく感じる児童も出てくるかと思

っていたが、今まで理由を考えながら話す活動をしていた

ので、戸惑う児童も少なかった。時間が間に合わなかった

り、誤字、脱字があったり、文章が長くなり伝えたいこと

の中心がずれてしまったりすることもあるが今は楽しみながら書いているという印象である。 

最後に、音読に関しては、日頃からハリのある声とスラスラ読むことを意識して音読をしている。ペア読み→一人読

み→全体読みと１時間の授業の中で３回は音読をしている。本文の大切な言葉を見つけながら読むことで、内容の理解

につながり、スムーズに書く活動に移ることができる児童が増えてきている。ペアで読む時には、互いに大きな声を出

したり、息を合わせて読んだりと、ペアごとに工夫が見られ、協力しながら楽しく音読することができている。 

 

（２）教材観 

本教材は、外来種であるカミツキガメが日本に棲みつくことの問題について、筆者の経験や調べた内容をもとに書か

れている文章である。 

本教材は全⑳段落で構成されており、「始め」、「中」、「終わり」も分かりやすく、「始め」には二つの問いの文がある。 

省略 
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また、「中」の部分については、大きく前半部分と後半部分に分かれている。前半部分は③④⑤⑥段落、⑦⑧⑨段落、

⑩⑪⑫⑬段落と大きく３つに分かれており、③④⑤⑥段落には、「カミツキガメは気が荒くて、近づくものにはかみつ

く」ため「とても危険である。」と、筆者がこれまでに聞いていたイメージが書かれている。また、⑦⑧⑨段落には、筆

者が実際に観察して見たことを事実として、「臆病だ」という考えを述べている。そして、⑩⑪⑫⑬段落には、一生懸命

に生きて、子孫を残そうとしているが、日本にはいてはいけない生き物だということについて書かれている。このよう

に、前半部分は、③～⑥で「今までに聞いていたこと」を根拠に、抱いていたカミツキガメのイメージと、⑦～⑬で「実

際に観察したこと」から感じた実際のカメの印象を対比的に述べることで、カメに対する印象や考え方が変わったこと

を印象付ける順序性に筆者の説得性がある説明文だと考える。 

そして、後半部分は、⑭⑮段落、⑯段落、⑰段落に分かれている。⑭⑮段落には、実際に現地の人の証言をもとに、

カミツキガメによる被害の具体例について書かれている。また、⑯段落には、カミツキガメの被害を減らすために、捕

まえて取りのぞいていると、対策方法が書かれている。そして、⑰段落には、ペットにするために連れてこられ、人が

放してしまったというカミツキガメが増加した原因について書かれている。このように、後半部分には、被害や対策な

どについて、カミツキガメが「日本の自然にいてはいけない」動物であることを強く感じられる文章となっている。カ

ミツキガメに寄り添って書かれている前半部分に対して、筆者の知る情報からより俯瞰的に書かれているため、タイト

ルにもあるように「カミツキガメは悪者か」どうかを考えるために前半と後半を比べながら読み進めることができると

感じる。前半部分と後半部分を通して、筆者の考えが、印象や経験、知識などのさまざまな理由や事例に支えられてい

ることを読んだり、見つけたりすることに適した教材である。 

そして、最後にはカミツキガメについて、「悲しい生き物」と書かれている。このことから、筆者の主張をより深く読

むことができる。ただ単に「日本の自然にいてはいけない」ことが「悲しい」のではない。「カミツキガメは一生けん命

生きて」の文に注目することで、「一生けん命に生きて」いるにもかかわらず、そこに、「いてはいけない」という二つ

の要因が関係するところに、筆者の主張する「悲しさ」を読み取ることができる。 

また、児童の多くは、テレビ番組やインターネットを通じて、外来種についての何らかの印象や情報を持っていると

考えられる。しかし、そのほとんどが「外来種は生態系を壊す」という生態系への悪影響と、「その原因は人間だ」とい

う人間の責任について語られることが多い。さまざまな外来種がどれも似たような内容で語られているうちに、私たち

の認識は固定化され、結果として、外来種への問題意識が薄まってしまうこともある。 

だが、筆者は、一般的な印象に流されることなく、自らの目で観察し、カミツキガメが一生懸命に生きている姿を見

つける。この「一生懸命に生きている姿」と「日本にいてはならない状況」の二つを抱えていることが、カミツキガメ

の悲しさの理由である。このことは外来種の問題を考えるための重要な切り口となり、児童の固定概念を壊し、新たな

認識へと向かうことができる教材だと考える。 

 

（３）指導観 

本単元では、単元指導事項を〔思考力・判断力・表現力等〕の「C 読むこと」(１)オ「文章を読んで理解したことに

基づいて、感想や考えをもつこと。」としている。そのためには、「C読むこと」（１）ウ「段落相互の関係に着目しなが

ら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、叙述を基に捉え」たことを踏まえて、自分の考えをもてる

ようにすることが大切である。そこで、言語活動を「事典や図鑑などから情報を得て、分かったことなどを『外来生物

図鑑』にまとめる。」に設定した。学習のまとめとして、『外来生物図鑑』を児童たちと作成していく。事典や図鑑を読

んで、カミツキガメ以外の外来生物について分かったことや考えたことを、その理由を明らかにして書く活動を行う。

そこで大事に指導していきたいことが主に次の三点である。 

１つめは、「ノートに考えをまとめる。」ということである。本単元目標でもある、感想や考えを持つことを大切にす

るためにも、友だちに伝える前に読んで思ったことや考えたことを、自分の言葉で一度ノートに整理させる。例えば、

筆者の考えでもあるカミツキガメは「幸せではない」や「悲しい生き物」という考えは、どの文章から分かることなの

か、また、その文章から自分はどんなことを思ったのかをノートにまとめることで、友だちに上手く伝えるためのツー

ルとしていきたい。自分の言葉で書きまとめていくことを積み重ねて、他の外来生物に対しても、自分の思いを書ける
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ようにしたい。 

２つめは、「筆者の考え」「理由」「事例」を意識させることである。本文の中に、筆者の考えや考えを支える理由や事

例についての文章が出てくる。その文章が何に当てはまるのかを「筆者の考え」「理由」「事例」などのカードを作り、

板書で整理しながら児童と確認していきたい。事前学習として、p92,93に載っている「情報のとびら 考えと理由」も

取り扱う。自分の考えを相手に分かってもらうために、理由が大切であることを学習することで、本単元においての「筆

者の考え」と「理由」や「事例」の関係性に着目させやすくする。また、第４時から第７時までは、カミツキガメにつ

いての事例が多数書かれているので、それをロイロノートでまとめるなどして、児童自身が見つけて整理できるように

もさせたい。そうすることで、『外来生物図鑑』においても、自分の考え、事例などを整理しながら作成できるようにし

たい。 

３つめは、「考えを共有する。」ことである。全体交流の場面では、全員の考えをすぐに共有することが難しい。そこ

で、考えを共有するために「ロイロノート」を活用する。授業の終わりに書いた振り返りの写真を撮り、毎時間、提出

箱に提出させる。それにより友だちがどんなことを書いていたかを確認することができる。友だちの振り返りを読むこ

とで、友だちの様々な考えを知ることができ、新たな発見につながってほしいと考える。また、文章の書き方やまとめ

方が上手な児童は、教師側から全体に伝え、お手本とすることで、「真似してみたい。」など、児童どうしで書く力を伸

ばしていくことにも期待している。そして、「自分の振り返りも紹介されたい。」など書く意欲にもつなげていきたい。

何よりも、友だちの良いところを見つけ合うことで、友だちが書いたことに対して、否定的になるのではなく、認め合

える学びの環境づくりをしていきたいと考える。 

 

９．単元の指導と評価の計画（全１４時間）◎…記録に残す評価 ○…指導に生かす評価 

時 主な学習内容 知技 思判表 主体 評価規準・評価方法 

１ ●初発の感想を書く。 

・作品の範読を聞き、感想を書く。 

 〇②  

説明文を読んで、感じ

たことや考えたことを

自分の言葉で書き表し

ている。 

【思・判・表②】〈行

動観察・ノート〉 

２ ●初発の感想を交流する。 

・前時に書いたものをもとに交流する。 

  〇 

学習の見通しを持っ

て、初発の感想で考え

たことや思ったことを

伝えようとしている。

【主】〈行動観察〉 

３ ●段落に題名をつける。 

・「始め」「中」「終わり」に分ける。 

・説明文の大まかな内容を捉える。 
〇   

筆者の考えとそれを支

える理由や事例をもと

に段落ごとに題名をつ

けている。 

【知・技】〈行動観察・

ノート〉 

４ ●筆者は、カミツキガメをどんな生き物として伝え

ているかを読み取る。 

・①②段落を読み、分かったことや考えをノートに

まとめる。 

 〇①  

段落相互の関係に着目

しながら、筆者の話題

提示や問いの文などに

ついて、叙述を基に捉

えている。【思・判・表
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①】〈行動観察・ノート〉 

５ ●カミツキガメに対する筆者の印象について読み

取る。 

・③④⑤⑥段落を読み、分かったことや考えをノー

トにまとめる。  〇①  

カミツキガメに対する

筆者の印象と、それを

支える事例との関係な

どについて、叙述を基

に捉えている。【思・判・

表①】行動観察・ノー

ト〉 

６ ●筆者が考えるカミツキガメの特徴について読み

取る。 

・⑦⑧⑨⑩段落を読み、分かったことや考えをノー

トにまとめる。  〇①  

カミツキガメが臆病で

あるという筆者の考え

とそれを支える事例と

の関係などについて、

叙述を基に捉えてい

る。【思・判・表①】〈行

動観察・ノート〉 

７ ●カミツキガメが日本にいてはいけない生き物だ

と言われていることについて読み取る。 

・⑪⑫⑬段落を読み、分かったことや考えをノート

にまとめる。 
 ◎①  

カミツキガメが日本に

いてはいけない生き物

だという筆者の考えと

それを支える事例との

関係などについて、叙

述を基に捉えている。

【思・判・表①】〈行動

観察・ノート〉 

８ ●前半部分のカミツキガメについてまとめる。 

・今までの学習で分かった事例と考えの関係をロ

イロノートでまとめる。 

・事例や考えのカードを作りつなげていく。 ◎   

カミツキガメに対して

の筆者の考えとそれを

支える理由や事例など

情報と情報との関係を

ロイロノートでまとめ

ることができる。【知・

技】〈行動観察・ロイロ

ノート〉 

９ ●カミツキガメの被害や対策の事例について読み

取る。 

・⑭⑮⑯⑰段落を読み、分かったことや考えをノー

トにまとめる。  〇②  

カミツキガメの被害や

対策について、文章を

読んで理解したことに

基づいて、感想や考え

を持っている。【思・判・

表②】〈行動観察・ノー

ト〉 

１０ 

本 

時 

●筆者が考えるカミツキガメの悲しさについて読

み取り、自分の考えをもつ。 

・⑱⑲⑳段落のカミツキガメについて内容を捉え

る。 

・カミツキガメは悪者か考え、筆者の考えや事例を

もとに、自分の考えをまとめる。 

 ◎②  

筆者の考えやカミツキ

ガメの事例に対して、

自分の感想や考えを持

っている。 

【思・判・表②】〈行動

観察・ノート〉 
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１０．本時の展開（１０/１４時間目） 

（１）本時の目標 

・筆者の考えやカミツキガメの事例に対して、自分の感想や考えを持つことができる。 

 

（２）本時の評価規準 

・筆者の考えやカミツキガメの事例に対して、自分の感想や考えを持っている。【思・判・表②】 

 

（３）展開 

時 主な学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

５ 

分 

導 

入 

 

１．めあてを確認する。 ・今までの事例について確認する。 

 

 

 

 

３５ 

分 

展 

開 

２．⑱⑲⑳段落を音読する。 

ペア→一人→全体 

 

３．筆者が「悲しい生き物」と呼ぶ理由を

読み取る。 

 

 

 

・本文の大事なところを見つけながら

読むよう伝える。 

 

・本文の文章や言葉から考えたことや

思ったことをノートに書くよう伝え

る。 

 

＜予想される児童の反応＞ 

 

 

 

 

１１ ●他の外来種について調べる。 

・図鑑やインターネットから調べる。 

 
  ◎ 

事典や図鑑を読み、外

来生物について調べよ

うとしている。【主】〈行

動観察・ロイロノート〉 

１２ ●他の外来生物についてまとめる。 

・どのように日本に入ってきたか、環境に与える影

響をや問題をまとめる。 
 〇③  

事典や図鑑に載ってい

る外来生物の事例を基

に、自分の考えを書い

ている。 

【思・判・表③】〈行動

観察・ロイロノート〉 

１３ ●他の外来生物についてまとめる。 

・どのように日本に入ってきたか、環境に与える影

響をや問題をまとめる。 
 ◎③  

事典や図鑑に載ってい

る外来生物の事例を基

に、自分の考えを書い

ている。 

【思・判・表③】〈行動

観察・ロイロノート〉 

１４ ●他の外来生物についてまとめたことを伝える。 

・ロイロノートにまとめたことを友だちに伝える。 
  〇 

外来生物について友だ

ちの発表を進んで聞こ

うとしている。【主】〈行

動観察〉 

○め筆者が「悲しい生き物」だと呼ぶ理由を見つけよう。 
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４．交流する。 

ペア→全体 

 

 

 

 

５．追発問について考える。 

 

 

・一生けん命生きているけれど、日本

の自然にはいてはいけないといわれ

ているから。 

・人に外国からつれてこられたから。 

・つかまえて、取りのぞかれるから。 

 

 

・「聞き方ピラミッド」を意識するよう

声掛けする。 

・「事例」「理由」「筆者の考え」を明確

に捉えられるように、板書で分類・整

理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

分 

ま 

と 

め 

 

ペア→全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．振り返りを書く。 

 

・今までの「事例」や「筆者の考え」

を基に考えるように伝える。 

＜予想される児童の反応＞ 

・カミツキガメは悪くない。人が連れ

てきたからかわいそう。 

・カミツキガメは悪くない。筆者と同

じで、飼うとき責任を守ることが必

要。 

・カミツキガメは悪くない、理由は一

生けん命に生きているだけだから。 

 

 

・「筆者の考え」や本文の「事例」を基

に、感想を書くよう声掛けする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「読むこと」において、

筆者の考えやカミツキ

ガメの事例に対して、

自分の感想や考えを持

っている。 

【思・判・表②】 

〈行動観察・ノート〉 

 

 

 

 

 

 

 

カミツキガメは本当に「悪者」だろうか。 
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（４）本時における具体的な児童の状況（※本時の評価規準に関わる場面において） 

おおむね満足できる状況（Ｂ） 努力を要する状況（Ｃ）への支援 

カミツキガメが「悲しい生き物」と言われている理由

や筆者の考えを根拠に、自分の考えを書いている。 

【思・判・表②】 

 

◎「ぼくは、カミツキガメは悪者ではないと思います。

理由は、筆者と同じでカミツキガメは、一生けん命に

生きているだけだからだと思います。」 

 

◎「わたしは、カミツキガメは悪者ではないと思いま

す。なぜかというと、人がはなしてふえてしまって、

カメではなく人のほうが悪いと思ったからです。」 

 

本文の筆者の考えやカミツキガメが「悲しい生き物」

だと言われる理由だと思うところに線を引くように

伝える。 

・なぜそこに線を引いたか理由を聞く。 

・線を引いたところに対して思ったこと聞く。 

【思・判・表②】 

 

（５）板書計画 

 
筆
者
の
考
え
を
と
ら
え
よ
う
。 

十
一
月
十
四
日
（
日
） 

 
 

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
は
悪
者
か 

松
沢
陽
士 

 

○め
筆
者
が
「
か
な
し
い
生
き
物
」
と
よ
ぶ
理
由
を
見
つ
け

よ
う
。 

  
 
 
 
 
 

か
な
し
い
生
き
物 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

↓ 

   

す
ぐ
に
げ
る 

  

け
い
か
い
心
が
強
い 

お
く
び
ょ
う 

  

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
か
み
つ
く 

 
一
生
け
ん
命
生
き
て 

子
そ
ん
を
の
こ
す 

 

人
が
ペ
ッ
ト
→
外
国
か
ら 

人
が
放
し
て 

 

 

◎
本
当
に
悪
者
だ
ろ
う
か
？ 

 

悪
く
な
い 

 
 
 
 
 
 

悪
い 

 

お
く
び
ょ
う 

 
 
 
 
 

ほ
か
の
生
き
物
食
べ
る 

一
生
け
ん
命
い
き
て
い
る 

人
が
こ
ま
る 

 

人
が
連
れ
て
き
て
放
し
た 

 

挿絵 

いてはいけない 

取りのぞく 


